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三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
震
災
以
降
、『
銅
』
が
伸
銅
品
や
電
線
と
し
て
、

電
力
、
輸
送
、
通
信
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
材

料
と
し
て
、
ま
た
家
庭
の
中
で
も
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
電
気
機

器
、
給
湯
機
器
や
水
廻
り
な
ど
非
常
に
幅
広
い
分
野
で
使

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
改

め
て
感
じ
た
。

『
銅
』
は
人
類
が
始
め
て
手
に
し
た
金
属
で
あ
る
こ
と
は
皆

さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
で
す
が
、
一
万
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
導
電
性
や
伝
熱
性
、
抗
菌
性
と
いっ
た
特
性
に
加
え
、

加
工
性
に
優
れ
、
ま
た
合
金
化
の
し
易
い
金
属
で
あ
る
こ

と
が
、
そ
の
用
途
の
広
が
り
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。

今
年
の
夏
は
、
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
電
力
供
給
が
減

少
す
る
な
か
で
、
企
業
だ
け
で
な
く
家
庭
に
お
い
て
も
、

様
々
な
節
電
対
応
を
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
年

の
夏
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
、
と
考
え
て
い
る
。
日
本
は
石
油

な
ど
の
鉱
物
資
源
の
少
な
い
国
で
あ
り
、
そ
の
多
く
を
海

外
か
ら
調
達
し
て
き
た
。
震
災
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
は
い
つ
か
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

電
力
に
つ
い
て
言
え
ば
、
節
電
と
、
太
陽
光
・
風
力
・
地

熱
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
節
電
の
為
に
我
慢
し
て
エ
ア
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
消
す
の

で
は
な
く
、
省
エ
ネ
（
エ
コ
）
家
電
や
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
ス
マ
ー

ト
節
電
な
ど
の
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
電
気
代
が
高
く

な
っ
て
は
普
及
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
そ
の
効
率
化
と
と
も

に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
は
じ
め
と
し
た
分
散
電
源
の
高

容
量
化
は
必
須
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い

市
場
に
お
い
て
も
、

『
銅
』
と
い
う
材
料
へ

の
期
待
は
大
き
い
し
、

ま
た
市
場
規
模
も
拡

大
し
て
い
く
と
感
じ
て

い
る
。
こ
う
し
て
み
て

く
る
と
『
銅
』
と
言

う
材
料
が
、
未
曾
有

の
大
危
機
を
乗
り
越

え
社
会
の
新
た
な
発

展
の
た
め
に
重
要
な
材

料
で
あ
る
と
改
め
て
確

信
し
て
い
る
。
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銅
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語

山
崎
院
跡
出
土
の
銅
塊

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

開
陽
丸
と
と
も
に
海
中
に
眠
る

銅
の
遺
物
を
引
き
揚
げ
ろ
！

リ
レ
ー
随
想

遠
い
未
来
の
目
を
持
つ
時
、真
理
が
見
え
て
く
る
。
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銅
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ダ
イ
カ
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ト
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の
量
産
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確
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ぶ
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界
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―
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か
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東大寺大仏の銅と成分がほぼ一致
　“大山崎町といえば?”
と問われると、某ウイスキ
ーメーカーの蒸留所、そ
して羽柴秀吉と明智光
秀の間で天下取りの明
暗を分けた“天王山”が
思い浮かぶ。ここ一番の
大事な試合や仕事で「天下分け目の・・・」などと使われる言葉の語
源である。実は「大山崎」とは、この天王山が淀川に迫り出してい
る場所という意味らしい。その自然の関門とでもいうべき地形から、
日本の東西を結ぶ交通の要衝として古代から発展してきた大山
崎で、銅の歴史を語る上で注目すべき発見があった。
　1989年、京都府大山崎町の「山崎院跡」より最大で22.5cm、重
さ2,680gにもなる円盤形の6枚の銅地金が出土した。その後、発
掘を進める大山崎町教育委員会は、奈良文化財研究所に銅塊
の分析を依託。その結果、これまで本誌でも幾度か紹介してきた
奈良・東大寺の大仏鋳造に使われた長登銅山（山口県）の銅に
多く含まれるコバルトや錫が検出され、鉛同位体比の分布もほぼ
一致したことがわかり、平成22年秋に発表された。
　山崎院は、大仏建立に貢献した功績により大僧正に任命され
た僧行基（668～749年）が建立した寺院である。このことから、大
仏完成後、余った銅の一部が褒賞として山崎院に下賜されたの
ではないか、と考えられている。

長登銅山から奈良への交通の要衝
　さらに、京都府大山崎町　学芸員の
寺嶋 千春氏は「大山崎と言う地の利か
らも、ここで奈良の大仏の鋳造に使用さ
れた銅塊が発見されたことは、必然なの
かも知れません」と推測する。

　大山崎は、古代には中国大陸から大和平野へ文化が流れ込
む“シルクロードの延長線”上に位置していた。平城京、長岡京、平
安京の外港として淀川水運の要である山崎津（港）もある。淀川
は、桂川・木津川・宇治川の三つの河川が合流したまさに水運の
軸。さらに、太宰府と奈良を結ぶ主要国道であった山陽道に面し
ていることからも、“水陸交通の要衝”であったことは間違いない。
行基がこの地に山崎院を建てたのも、そんな地の利を活かしたか
ったからかも知れない。そう考えると、大山崎は長登銅山から銅の
インゴットが奈良に運ばれる大事なポイントであり、その一部が山
崎院に残されたと推測するのも妥当と思えてくる。

なぜ円盤形で出土したのかがカギ
　もうひとつ、この推測の裏づけとして、発
掘された銅のインゴットの形状に注目した
い。発掘された時、6枚の銅塊は、整然と重
なり、ほぼ完全な形で発見された。古代の
銅がこうした形で出土した例は他に類を
見ないという。
　「この銅塊は、銅を採掘し、大仏鋳造に
使うまでの中間製品だった可能性が高い
ですね。銅塊が円盤形なのは、ひもでしばって運びやすくしたから
ではないでしょうか。きれいに重なりあって出土したのは、そのせい
では」と寺嶋氏は考える。なるほど納得である。
　…そんなお話を伺いながら、6つの銅塊を前にしていると、山口
県の長登銅山から遥か遠く奈良の東大寺まで、銅がどのように運
ばれていたのか、その古の姿が目に浮かんできそうである。

京都府大山崎町　生涯学習課
文化芸術係　学芸員　寺嶋 千春氏

想像したより意外と低い?天下分け目の「天王山」

隣町にある「石清水八幡宮」など文化財が点在 桂川、宇治川、木津川の三つが合流し淀川へ

出土した6枚の銅インゴット

東大寺大仏の銅と成分が一致

山崎院跡出土の銅塊山崎院跡出土の銅塊

合流地点の淀川に架かる橋梁


